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NaIシンチレーターを用いた放射線量サーベイロガー
Radiation dosimetric survey logger with a NaI scintillator
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ＥＳＲおよびルミネッセンス年代測定で重要となる年間線量率の推定では、１）TLD やアラニン線量計素子などを試
料採取地点に埋設して、一定期間の線量を直接計測するか２）試料採取地点の地層構造を調べ、土壌を採取し、研究室
で U, Th, K濃度を元素分析、あるいはＧ e半導体ガンマ線分光器などで計測して計算で求める手法が一般的である。NaI
シンチレーターは、軽量であり、Ge分光器のように液体窒素の冷却が必要ない点で可搬型の放射線スペクトル測定装置
として便利である。NaIシンチレーターを屋外で空間線量率の計測に使うことはすでに広く使われているが、特定のスペ
クトルに着目して、線量率を求め、線量測定サーべイメータロガーとして使うためには、スペクトルの unfoldingにより
ラインを狭帯域化することと、機器の較正、および長時間の装置環境の安定性が必要である。この目的のために機器の
整備とソフトウエアの開発を行い、満足できる結果を得たので報告する。
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